
第41回コーデックス連絡協議会  

目時：平成21年9月8日（火）  

14：00 ′－）16：00  

場所：三田共用会議所 3F大会議室  

議 事 次 第  

1．最近開催されたコーデックス委員会で検討された議題について  

第32回総会  

2．今後開催されるコーデックス各部会で検討される議題について   

・ 第30回魚類・水産製品部会   

・ 第3回抗菌剤耐性に関する特別部会   

・ 第15回生鮮果実・野菜部会   

・第31回栄養・特殊用途食品部会   

・ 第41回食品衛生部会   



コーデックス連絡協議会 委員名簿  

（敬称略 50音順）  

前サントリー（株）品質保証本部テクニカルアドバイザー  

いわたしゅうじ  

岩田 修二   

おにたけかずお  

鬼武 一夫  

かすみたかふみ  

春見 隆文  

かどまひろし  

門間  裕   

かんだとしこ  

神田 敏子  

日本生活協同組合連合会 安全政策推進室 室長  

日本大学生物資源科学部農芸化学科 教授  

（財）食品産業センター 参与  

前全国消費者団体連絡会 事務局長  

たかやさとし  
高谷 幸  

はすおたかこ  

蓮尾 隆子  

ひらかわただし  

平川 忠  

ほそのあきよし  

細野 明義  

まったに   み一っこ  

松谷 満子  

やまうらやすあき  

山浦 康明   

やまだまさのぶ  

山田 雅宣  

（社）日本食品衛生協会 常務理事  

家庭栄養研究会 副会長  

日本食品添加物協会 常務理事  

（財）日本乳業技術協会 常務理事  

（財）日本食生活協会 会長  

日本消費者連盟 事務局長  

全国農業協同組合連合会 営農総合対策部  

営農企画グループリーダー  

よしいけのぶお  

吉池 信男  

わだまさえ  

和田 正江  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科 教授  

主婦連合会 副会長   



第41回コーデックス連絡協議会 会場配置図  

平成21年9月8日（火）14：00～16：00  

三田共用会議所 3F大会議室  

猿
田
国
際
食
品
室
長
 
○
 
 

（
司
会
）
 
 

○
 
 

説
明
者
 
 

山
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 
○
 
 

山
田
調
査
官
 
○
 
 

蓮尾委員○  ○松谷委員  

和田 委員 ○  ○岩田 委員  

山田 委員○  ○ 門間委員  

細野委員○  ○春見委員  
［
届
回
〕
 
 

○
鬼
武
委
員
 
 

○
山
浦
委
員
 
 

○
 
神
田
委
員
 
 

○
平
川
委
員
 
 

傍 聴（60名）   



資料4－（1）  

EAO／WHO合同食品規格計画  

第32回 コーデックス総会  

日時   2009年6月29日（月）～7月4日（金）  

場所   ローマ（イタリア）  

議 題  

第1章 はじめに   

1．  議題の採択、議事運営   

2．  第62回執行委員会の報告   

3．  地域調整部会の報告   

第2章 手続き等に関する案件   

4．  手続きマニュアルの修正   

第3章 コーデックス規格と関連文書   

5．  ステップ8の規格案と関連文書（ステップ6，7を省略するための勧告を付  

してステップ5で提出されたもの及び迅速化手続きのステップ5で提出  

されたものを含む）   

6．  ステップ5の規格原案と関連文書   

7．  既存のコーデックス規格と関連文書の廃止   

8．   コーデックス規格と関連文書の修正   

9．  新規作業及び作業中止の提案   

第4章 計画及び予算に関する事項   

10．  財政及び予算に関する事項－2010／2011予算案   

11．  コーデックス委員会の戦略計画   

a）  全般的な実施状況   

b）  コーデックス事務局の評価   

c）  途上国で開催されたコーデックス会議の評価   

第5章 方針及び一般問題   

12．  総会、部会及び特別部会の報告から提起された事項   

a）  一般的事項   

b）  コーデックス部会の構成及び部会と特別部会の権限の検証   

13．  コーデックス委員会と他の国際組織との関係  



a）  コーデックス委員会と他の国際政府間機関との関係   

b）  コーデックス委員会と国際非政府間機関との関係   

c）  プライベートスタンダードの役割   

14．  コーデックス委員会への途上国の参加   

a）  コーデックスへの参加促進のためのFAO／WHOプロジェクト及び信託基  

金   

b）  その他の事項   

15．  mO及びWHOから提起されたその他の事項   

第6章 選出と指名   

16．  地域調整国の指名   

17．  コーデックス委員会議長・副議長の選出及びその他の執行委員会メンバー  

の選挙   

18．  コーデックス部会と特別部会の議長を指名する国の指定   

第7章 その他の事項   

19．  その他の作業   

20．  報告書の採択  



資料4－（2）  

第32回コーデックス総会概要  

1開催日及び開催場所   

日 時‥平成20年6月29日（月）～7月4日（土）   

場 所：ローマ（イタリア）  

2 参加国及び国際機関   

125加盟国、1加盟機関（EC）、2オブザーバー国、33国際政府・非政府機関   

（参加者総数463名）  

3 我が国からの出席者  

厚生労働省医薬食品局食品安全部企画情報課国際食品室長  

農林水産省消費・安全局国際基準課 調査官  

厚生労働省医薬食品局食品安全部参与  

厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課課長補佐  

厚生労働省医薬食品局食品安全部企画情報課国際食品室  

国際調整専門官  

農林水産省消費・安全局国際基準課 調査分析係長  

農林水産省消費・安全局国際基準課 食品規格係長  
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主要議題は以下のとおり。  



第32回コーデックス総会概要  

議題5．Partlステップ8、5侶及び5（迅速化手続き）の規格案及び関連文書  

〈アジア地域調整部会（CCASIA）〉  

事項   概要   審議結果   

コチュジャンの地域規格案   コチュジャンの規格案（ステップ8）。   加熱以外の方法によって作られるコチュジャ  

ンもこの規格案の対象に含めるため、定義の項を  

修正した上で採択された。   

朝鮮人参の地域規格案   食品又は添加物として使用する朝鮮人参の規格案。  誤植等を修正して、採択された。   

特に子供や老人の健康の保護のために必要な配慮  

をするため、定義に健康強調表示のガイドラインに  

従った表示を行うべきとの注釈が付いている（ステ  

ップ8）。  

発酵大豆ペーストの地域規格  発酵大豆ペーストの規格案（ステップ5／8）。   加熱以外の方法によって作られる発酵大豆ペ   

原案  ーストもこの規格案の対象に含めるため、定義の  

項を修正した上で採択された。  

なお、食品添加物のうち、酒石酸カリウムにつ  

いては、CCFAからCCASIAに対し具体的な基準  

値を示すように求められていることから、採択さ  

れた規格からは除外されている。  



＜汚染物質部会（CCCF）＞  

事項   概要   審議結果   

GSCTF前文の改訂原案   汚染物質及び毒素に関する一般規格（GSCTF）から  ステップ5で採択して、再度、各国の意見を求め  

コーデックス内の手続きに関する記述を削除する  るべきとの意見も出されたが、原案どおり採択さ  

とともに、飼料を対象範囲に加え、さらに必要な加  

筆をしてドキュメント名を改称したもの（ステップ  

5侶）。   

食品中のアクリルアミドの低  食品の製造過程で生成するアクリルアミドは神経  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

減に関する実施規範案   毒性及び発がん性が懸念されている。アクリルアミ  

ド摂取への寄与が大きい馬鈴薯加工品と穀類加工  

品を対象に、商業的に適用されているアクリルアミ  

ド低減のための技術対策の情報をもとにまとめら  

れた規範案（ステップ8）。   

くん製及び直接乾燥工程にお  くん製及び直接乾燥工程で食品を汚染するRAHは  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

ける食品中の多環芳香族炭化  発がん性が懸念されている。くん製食品及び直接乾   

水素（EAH）汚染の低減に関す  燥食品を対象に、食品事業者がPAHによる汚染を   

る実施規範案   防止、低減するため製造工程上の重要な管理点を見  

出し、改善措置を講じることを基本とし、関連する  

助言をまとめた規範案（ステップ8）。   

コーヒーにおけるオクラトキ  腎毒性、肝毒性のあるカビ毒であるオクラトキシン  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

シンA汚染の防止及び低減に  Aのコーヒーへの汚染防止及び低減を目的に、コー   

関する実施規範原案   ヒーの栽培、乾燥調製、貯蔵、輸送工程における要  

件を定めた規範原案（ステップ5／8）。  



＜食品添加物部会（CCFA）＞  

事項   概要   審議結果   

食品添加物の一般規格（GSFA）  l食品添加物に関する条項案及び原案（ステップ8，  着色料エリスロシンを除くすべての添加物に   

の食品添加物条項案及び原案   5／8）。   関する条項案及び原案が採択された。エリスロシ  

ンについてはCCFAに差し戻し、JECFAが新た  

なデータをもとに行う曝露評価の結果を踏まえ  

て検討するよう求めた。   

食品添加物国際番号システム  FAO／WHO合同食品添加物専門家会議（JECFA）に  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

（ms）の修正原案   よる評価が終了した食品添加物等に国際番号（ms）  

を割り当てるもの（ステップ5／8）。   

食品添加物の同一性及び純度  20の添加物（新規および改訂規格）と105の香料（新  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

に関する規格原案   規規格）の同一性及び純度に関する規格原案（ステ  

ップ5／8）。   

＜食品衛生部会（CCFH）＞  

事項   概要   審議結果   

調理済み食品中のリステリア  調理済み食品のリステリアモノサイトゲネスのレベ   リステリアが増殖しない食品のうち、凍結食   

モノサイトゲネスに関する微  ルを定めるもの。リステリア増殖が起きる食品、増  品とその他の食品を区別するための微修正と、   

生物学的規準原案   殖が起きない食品について、それぞれ不検出／25g、  テキストを読みやすくするため、脚注の微修正  

100ch／gの基準を設定。基準を満たさない場合には、  

当該商品を回収し原因究明をすることとされている  

（ステップ5／8）。   

幼児向けフォローアップミル  幼児向けフォローアップミルク及び医療用調製粉乳  微修正を加えた上で原案どおり採択された。   

ク及び医療用調製粉乳に関す  

る微生物学的規準（乳幼児用調  エビデンスが十分でないため、今回は最終製品への   
製粉乳に関する衛生実施規範   

3   



の付属文書）  且∫α血ばα揖fの微生物基準は設定せず、サルモネラの  

微生物基準のみが設定された。FUFの摂取により、  

乳児が且∫α血好α抗に感染している科学的なエビデン  

スがある場合には、国の規制当局が且∫α血好泌fの微  

生物基準の導入等、対策強化ができるとされている。  

製造工程の指標菌の基準が設定され、対象年齢に応  

じた正しいミルクの選択及び且ふ戒以血兢感染リスク  

を下げる適切な取扱いを行うことの重要性について  

明記されている（ステップ5／8）。  

＜食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS）＞  

事項   概要   審議結果   

証明書の一般様式の原案   「公的証明書の設計、作成、発行及び使用のための  原案どおり採択された。   

（公的証明書の設計、作成、発  ガイドライン（CAC／GL38－2001）」のAmexとして、   

行及び使用のためのガイドラ  食品を輸出する際に添付される公的証明書の一般様   

インの付属文書）  式を示したもの（ステップ5／8）。   

（CAC／GL38－2001）  

＜食品表示部会（CCFL）＞  

事項．   概要   審議結果   

有機食品の生産、加工、表示及  付属書2に規定されている使用許可資材のうち、魚毒  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

び流通に関するガイドライン  性の強いロテノン（デリス根に含まれる殺虫目的で   

修正案：付属書2（ロテノンの  使用する資材）について、使用に際しては水系に入   

使用）   らないよう限定することとの注釈を追加するもの  

（ステップ5A）。   

岬t   



＜油脂部会（CCFO）＞  

事項   概要   審議結果  

名前の付いた植物油規格の修  名前の付いた植物油規格に、米ぬか油を追加するもの  原案どおり採択された。   

正案：米ぬか油   （ステップ8）。   なお、「その他のデスメチルステロール」につ  

いての規定は削除すべきとの指摘がなされたこ  

とについて、将来新しいデータが出てきた場合  

にはCCFOで再検討することとされた。   

＜一般原則部会（CCGP）＞  

事項   概要   審議結果   

食品の国際貿易における倫理  様々なCodex規格が作成される前、及びWTO協定発   原案は最終採択ではなくステップ5で採択さ   

規範の改訂原案   効前の内容である現行規範のうち、倫理に関する原  れ、各国から意見を求めたのち、第26回CCGP  

則のみに着目した改訂原案に、スコープとタイトル  （2010年3月予定）で議論することとされた。  

に国際貿易だけでなく食糧援助も加えること、他国   なお、CCGPにおいては、同じ議論を繰り返  

に輸出される食品は根拠がない限り、輸出国の法律  すのを避け、特定の懸念事項に対する具体的な  

も満たすべきであること等の変更が部会において加  提案に限って議論を進め、第33回総会（2010年  

えられたもの（ステップ5／8）。   6月予定）での最終採択をめざすことが必要であ  

るとされた。   

＜分析・サンプリング法部会（CCMAS）＞  

事項   概要   審議結果   

分析（試験）結果の違いに起因  輸出国と輸入国で分析結果が異なる場合に生じる紛  原案は最終採択された。なお、“Analyzing   

する紛争を解決するためのガ  争を解決するための手順を示すガイドライン案（ス  ReserveSamPles”に関する規定が、輸入国に有   

イドライン案   テップ8）。   利な内容になっているとの懸念については、ガ   

5   



イドラインを実施した結果得られる経験を踏ま  

えて将来部会で議論することができるとされ  

た。  

アルゼンチン、ブラジル、エクアドル、メキシ  

コ、タイは、留保した。   

分析用語に関するガイドライ  コーデックスで使用される分析用語の定義に関する  特段の議論なく、原案どおり採択された。   
ン案   ガイドライン案（ステップ8）。  

なお、本案が採択された場合には、手続きマニュア  

ルから分析用語の定義は削除される。   

＜栄養・特殊用途食品部会（CCNFSDU）＞  

事項   概要   審議結果   

栄養強調表示の使用に関する  栄養強調表示に係る食物繊維含有量についてのガイ  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

ガイドライン：栄養成分表示の  ドライン案。非植物由来の食物繊維について、個別   

条件表案（P訂tB：食物繊維含  の科学的根拠が必要であること、重合度が3～9を食   

有量について）   物繊維に含めるかどうかは各国政府に任せること、  

食物繊維が含まれている旨を強調表示する際の基準  

について、固形物においては、100g中3g又は100kcal  

中1．5g又は一人前（seⅣing）中に含まれる量が摂取目  

安量（dailyrefヒrencevalue）の10％とすること、一人  

前の量、摂取目安量、液体の基準については、各国  

政府に任されることとされたもの（ステップ8）。   

乳児及び年少幼児向けの特別  特別栄養構造のための食品添加物推奨リストのうち  原案どおり採択された。   

用途食品に使用される栄養素  のアラビアガムの規定。技術的な正当性があること   

配合物の推奨リスト案：P訂tD  から、アラビアガムの使用量は10mg／kg以上であるこ  



特別栄養構造のための食品添  とを報告書に明記する条件で、最終物の含有量を  

加物推奨リスト：アラビアガム  10mg／kg以下とすることに合意し、総会に送付された   

規定   （ステップ8）。   

栄養・特殊用途食品部会により  栄養素の過剰摂取または欠乏による人の健康へのリ  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

適用される栄養学的リスク分  スク分析する際の原則及びガイドライン案。「栄養   

析原則及びガイドライン案   関連物質」の用語、リスク管理にあたって考慮すべ  

き事項などを記述したもの（ステップ8）。   

健康強調表示の科学的根拠に  健康強調表示についての科学的評価に関する勧告原  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

ついての勧告原案   案。再評価の実施のタイミングは各国の判断にまか  

されること等の変更を加え、今次総会に諮られた（ス  

テップ5侶）。   

く加工果実・野菜部会（CCPFV）＞  

事項   概要   審議結果   

ジャム、ゼリー 、マーマレード  ジャム、ゼリー、マーマレードの規格案（ステップ8）。   原案の対象範囲及び汚染物質のセクションを   
の規格案  修正した上で採択された。  

なお、ECは、酸味料、着色料、保存料及び増粘  

剤の規定について留保を表明し、ボスニア・へ  

ルツェコピナ、ブラジル、クロアチア、ノルウ  

ェー、スイスも留保した。   

野菜缶詰の規格案（共通）   野菜缶詰（乳酸発酵品、塩漬け、酢漬けは除く）の  原案どおり採択された。  

規格案。野菜缶詰の個別の規格の簡素化及び作業の  ECは、着色料について留保を表・明し、ボスニ  

効率化を図るため、添加物、食品衛生など野菜の種  ア・ヘルツェコピナ、ブラジル、クロアチア、  

類に関わらず共通化できるものを一般事項としてま  

とめたもの（ステップ8）。   
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野菜缶詰の規格のうち個別野  8種類の個別品目について、規格のAmexとして整  特段の議論なく、原案どおり採択された。   
菜特有の項目   理したもの。野菜のサイズは、販売が行われる国の  

制度に従うこととされている（ステップ5／8）。   

野菜缶詰の充填材（パッキング  充填材（パッキングメディア）について、上記野菜  特段の議論なく、原案どおり採択された。   
メディア）   缶詰規格の一般事項の中に組み込むこととされたも  

の（ステップ5／8）。   

＜残留農薬部会（CCPR）＞  

事項   概要   審議結果   

農薬最大残留基準値（MRL）案  第41回CCPRで審議された4農薬のMRL案（ステ   
II 

不手際でCCPRの報告書から抜け落ちていた   

及び農薬最大残留基準値  spirotetramat”のMR⊥を加えて原案どおり採  
（MR⊥）原案   

択された。  

なお、EC及びノルウェーは“carbaryl”  

川fusilazole〃化dimethoate〃化malathion〃〃methomyl〃  

〃cypermethrins”“cyhalothrin”のMR上について  

留保を表明した。   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞  

事項   概要   審議結果   

動物用医薬品の最大残留基準  前回CCRVDFでECから懸念が示された酢酸メレン  最終採択された。なお、MGAの人への健康影   
値（MR⊥）案   ゲステロール（MGA）について第18回CCRVDFで  響の懸念について、将来新たなデータがでてき  

審議されたMRL案（ステップ8）。   た場合には、部会及びJECFAがMGAのMRL  

の見直しの必要性について検討することとされ  

た。  

EC、ボスニア・ヘルツェコピナ、中国、クロ   

■ ▲   



アチア、ノルウェー、スイスは留保を示した。   

動物用医薬品の最大残留基準  アビラマイシン、デキサメサゾン、モネンシン、ナ  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

値（MR上）原案   ラシン（鶏）、トリクラベンダゾー ル、タイロシンの  

MRL案（ステップ5／8）。   

食料生産動物への動物用医薬  生産段階における動物用医薬品に関する規制及びサ  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

品の使用に関連して各国が食  ンプリング、分析法に関するガイドライン案（ステ   

晶安全保証のための規制プロ  

グラムを設計・実施するための  

ガイドライン案   

part2．採択に掛けられるその他の規格及び関連文書  

＜汚染物質部会（CCCF）＞  

事項   概要   審議結果   

加工用及び直接消費用のツリ  前回総会で採択されたサンプリングプランについ   特段の議論なく、原案どおり採択された。   

ーナッツ（アーモンド、ヘーゼ  て、サンプル調製に用いる“verticalcuttertypemi11”   

ルナッツ、ピスタチオ）におけ  については例として言及するが、粉砕器のタイプは   

るアフラトキシン汚染のため  これに限定せず同等の性能を持っものも使用可能と   

のサンプリングプラン（「サン  

プ／レ調整」の修正）   

＜食品添加物部会（CCFA）＞  

事項   概要   審議結果   

食品添加物に関するコーデッ  発酵乳の個別食品規格（CODEXSTAN243－2003）に  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

クスー般規格（GSFA）の付属  ある添加物条項とGSfAの付属文書の表3との不整合   
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文書表3の修正   を修正するもの。部会において、GSEAの食品分類「発  

酵乳（プレーン）、発酵後加熱処理済み」で使用でき  

る添加物の機能分類と個別食品規格との整合を図る  

ために、GSEA表3の付表の脚注が修正されたもの。  

GSFAの食品分類名及び記述の  GSFAの食品分類01．0（食品分類02．0の製品を除く、  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

改訂   乳製品および類似製品）、15．1（ジャガイモ、穀類、  

小麦粉、（根、塊茎、豆類、豆果に由来する）デンプ  

ンを基にした－スナック類）及び15．2（被覆ナッツ  

類およびナッツミックス（例えば、乾燥果実）など  

加工ナッツ類）の名称および説明の改訂。   

＜油脂部会（CCFO）＞  

事項   概要   
●  

審議結果   

名前の付いた植物油規格の修  名前の付いた植物油規格の汚染物質のセクション  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

正：汚染物質のセクションの個  

別食品規格フォーマットへの  

置き換え   
文章と一致させるもの。   

＜分析・サンプリング法部会（CCMAS）＞  

事項   概要   審議結果   

異なるステップのコーデック  各規格の分析法に関して、更新を含め50以上の分析  特段の議論なく、原案どおり採択された。   
ス規格における分析法   法が部会で承認され、今次総会に諮られる。   
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Part3．総会で保留されていた規格及び関連文書  

＜生鮮果実t野菜部会（CCFFV）＞  

事項   概要   審議結果   

ビターキャッサバの規格案   ビターキャッサバ（加工用を除く）の規格案。第31  

回総会で表示のセクション（特に調理に関する指示  

の部分）について、第15回CCFFVで検討し、第38  

回CCFLの承認を経た上で、2010年に開催される総  

会で採択を検討すること、その他のセクションにつ  

いてはステップ8に留め置くこととされている。   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞  

事項   概要   審議結果   

牛ソマトトロピン（BST）の最  乳分泌促進効果のあるBSTのMR⊥案。第31回総会   加盟国から具体的な要請がなされていないこ   

大残留基準値（MR⊥）案   でも特段議論はなく、引き続きステップ8に留め置  とから、議論せず、引き続きステップ8のまま  

かれることとなった。総会は、第62回CCEXECが、  

長年STEP8にとどまったままになっているBSTの扱  

いを含め期限内に採択されていない規格案をモニタ  

リングし、結果が今次総会に報告される。   

ラクトパミンの最大残留基準  成長促進作用のあるラクトパミンのMRL案。第31  ステップ8に留め、中国のデータがMR⊥案に   

値（MRL）案   回総会においてステップ8 で保留され、第18回  与える影響を含め科学的な評価をJECFAが最優  

CCRVDFでJECFAの再評価が必要かどうか議論する  先で行うよう要請することとされた。また、  

こととされていたもの。   CCRVDFの会合が2010年総会前には開かれな  

第18回CCRVDFの議論の結果、JECFAが再評価を  いことを考慮し、JECFA が評価した結果は  

行うことができるような新しいデータがないことか  CCRVDFではなく直接第33回総会で検討する   
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議題6．ステップ5の規格原案と関連文書  

＜アジア地域調整部会（CCASIA）＞  

事項   概要   審議結果   

さご椰子粉の地域規格原案   食用さご椰子粉の地域規格原案（ステップ5）。   特段の議論なく、原案どおり採択された。   

▲√－   

＜油脂部会（CCFO）＞  

事項   概要   審議結果   

バルクでの食用油脂の保管及  食用油脂をバルクで保管、輸送する際の実施規範に、   原案どおりステップ5で採択された   

び輸送に関する国際実施規範  許容される前荷に関する規準を追加するもの（ステ   

修正原案：許容される前荷に関  

する規準   

名前の付いた植物油規格：パー   名前の付いた植物油規格に、パーム核ステアリン、  特段の議論なく、原案どおり採択された。   

ム核ステアリン及びパーム核  

オレイン   

＜残留農薬部会（CCPR）＞  

事項   概要   審議結果   

最大残留基準値（MR⊥）原案  第41回CCPRで審議された4農薬のMRL原案（ス  原案どおり採択された。  

テップ5）。   EC及びノルウェーはmethomyl（094）－（qpples）、  

tabuconazple（189）－（brassica，POmefruitsandlettuce  

head）、boscalid（221）－（bananaandkiwi）のMRL   
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について留保を表明した。   

食品及び飼料のコーデックス  「鱗茎野菜」、「うり科野菜を除く果菜類」、「ベリー   特段の議論なく、原案どおり採択された。   

分類の改訂原案   類及び小果実類」、「食用きのこ類」、「柑橘類」、「仁  

異類」、「核果類」及び「油糧種子」に関するコーデ  

ックス分類、新しいサブグループを設定するもの（ス  

テップ5）。   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞  

事項   概要   審議結果   

動物用医薬品の農薬最大残留  ナラシン（牛、豚）とチルミコシンのMR⊥案（ステ  原案どおり採択された。なお、EC及びノルウェ   
基準値（MRり 原案   ップ5）。   ーは、チルミコシンのMRLについて留保を表  

明した。   

議題7．既存のコーデックス規格と関連文書の廃止  

＜食品添加物部会（CCFA）＞  

事項   概要   審議結果   

食品添加物の一般規格（GSFA）  

の食品添加物条項   

＜残留農薬部会（CCPR）＞  
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＜加工果実・野菜部会（CCPFV）＞   

事項   概要   審議結果   

ジャム・ゼリーの規格及び柑橘  ジャム、ゼリー、 マーマレー■ドの規格案の採択に併  特段の議論なく、廃止が承認された。   
マーマレードの規格   せて廃止。   

インゲンマメ、スイートコー  特段の議論なく、廃止が承認された。   

ン、アスパラガス、グリーンピ  

ース、ニンジン、パーム、加工  

された豆の規格   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞   

事項   概要   審議結果   

羊の乳中のチルミコシンの一  チルミコシン（抗生物質）の羊乳の暫定MRLの取り  特段の議論なく、取り下げが承認された。   
時的なMRL   下げ。   

残留動物用医薬品のコントロ  食料生産動物への動物用医薬品の使用に関連して各  特段の議論なく、廃止が承認された。   
ールの規定プログラムの確立  国において食品安全を保証するための規制プログラ   

のためのガイドライン  

（CAC／GL16－1993）   
併せて廃止。   

動物用医薬品の使用コントロ  食料生産動物への動物用医薬品の使用に関連して各  特段の議論なく、廃止が承認された。   
ールのための実施規範  国において食品安全を保証するための規制プログラ   
（CAC／RCP38－1993）   

ムを設計・実施するためのガイドライン実の採択に  

併せて廃止。   
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議題9．新規作業及び作業中止の提案  

一新規作業－  

＜加工果実・野菜部会（CCPFV）＞  

事項   概要   審議結果   

たけのこ、マッシュルームの規  たけのことマッシュルーム缶詰の既存規格を「野菜  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

格改訂原案   缶詰の規格」のAmexとするための新規作業提案。   

テーブルオリーブの規格改訂  テーブルオリーブの規格改訂原案についての新規作  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

原案   業提案。   

乾燥ココナッツの規格原案   乾燥ココナッツの規格原案についての新規作業提  

案。   

＜中南米・カリブ海地域調整部会（CCLAC）＞  

事項   概要   審議結果   

CilantrOCOyOteの地域規格   CilantrOCOyOte（中米に自生するハーブ）の新規作業  

提案。   

Lucumaの地域規格   Lucuma（南米北部に自生する植物の果実）の新規作  

業提案。   

＜食品輸出入検査・認証制度部会（CCFICS）＞  

事項   概要   審議結果   

国内の食品管理システムのた  消費者の健康保護と公正な食品貿易の確保のための  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

めの原則及びガイドライン   国内の食品管理システムの構築・運営を目的とした  

原則及びガイドラインの新規作業提案。   
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＜食品衛生部会（CCFH）＞  

事項   概要   審議結果   

食品のウイルス制御に関する  食品のウイルス制御に関する実施規範の新規作業提  特段の議論なく、新規作業として承認された。   
衛生実施規範   案（鳥インフルエンザウイルスは時期尚早であり含  

まないとされた）。   

＜近東地域調整部会（CCNEA）＞  

事項   概要   審議結果   

ザクロの地域規格   ザクロの規格についての新規作業提案。   ザクロについては国際規格の策定を求める国  

が多いことから、CCFFVで国際規格を策定する  

かどうか議論されたが、作業が多いことから、  

まず地域規格を策定するという結論になったこ  

とに鑑み、  

・CCFFVで優先作業として位置づけることが  

できるかどうか再度議論する。  

・CCFFVで優先作業として位置づけることが  

できず、新規作業とならなかった場合には、  

第33回総会で近東地域調整部会の新規作業  

とする  

ことで合意された。   

Harissa（唐辛子ペースト）の地  Harissa（唐辛子ペースト）の規格についての新規作  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

域規格   業提案。   

HalwaTehenia（halwa shamia）  HalwaTehenia（halwa shamia）の規格についての新  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

の地域規格   規作業提案。   

16  

1   



＜汚染物質部会（CCCF）＞  

事項   概要   審議結果   

とうもろこし及びとうもろこ   フモニシン（カビ毒）の最大基準値の策定とサンプ  l特段の議論なく、新規作業として承認された。   

し製品中のフモニシンの最大  リングプラン確立のための新規作業提案。   

基準値及びサンプリングプラ  

ン′  

核果蒸留酒中のエチルカーバ  核果（モモ・ウメなど）蒸留酒のエチルカーバメイ  特段の議論なく 、新規作業として承認された。   

メイト低減のための実施規範   ト低減のための実施規範作成のための新規作業提  

案。   

堅果中のアフラトキシン汚染  ブラジルナッツのアフラトキシンの低減に関する基  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

の防止及び低減のための実施  準を、既存の実施規範に追加するための新規作業提   

規範の改訂（ブラジルナッツに  

ついて）   

食品及び飼料中のメラミンの  非意図的かつ不可避な混入するメラミンの基準値を  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

最大基準値   策定するための新規作業提案。   

＜残留農薬部会（CCPR）＞  

事項   概要   審議結果   

農薬に関するコーデックス優  特段の議論なく、新規作業として承認された。   

先リストの設定（新規農薬と定  

期的に再評価される農薬）   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞  

事項   概要   審議結果   

JECFAによる評価又は再評価  優先リスト作成の新規作業提案。   特段の議論なく、新規作業として承認された。   
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一作業の中止－  

＜加工果実・野菜部会（CCPFV）＞  

事項   概要   審議結果   

野菜缶詰のための充填剤に閲す  特段の議論なく、作業中止が承認された。   

るガイドライン   

瑚   

＜油脂部会（CCFO）＞  

事項   概要   審議結果   

名前の付いた植物油規格：無漂  名前の付いた植物油規格に含まれる、無漂白パー  特段の議論なく、作業中止が承認された。   
白パーム油の総カロチノイドの  

修正   

＜食品添加物部会（CCFA）＞  

事項   概要   審議結果   

GSFAの食品添加物条項の案及び  特段の議論なく、作業中止が承認された。   

原案   

＜分析・サンプリング法部会（CCMAS）＞  

事項   概要   審議結果   

承認できる分析法の評価ガイド  適切な分析法や分析法の選択とその選択の妥当性  特，段の議論なく、作業中止が承認された。   

ライン案   の評価方法を示すガイドライン実の作業の中止。   
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＜残留農薬部会（CCPR）＞  

事項   概要   審議結果   

最大残留基準値（MRL）案   第41回CCPRで審議された、8農薬のMRLにつ  

いての作業の中止。   

＜食品残留動物用医薬品部会（CCRVDF）＞  

事項   概要   審議結果   

山羊の組織中におけるトリクラ  トリクラベンダゾール（駆虫剤）のMRL案の作業  特段の議論なく、作業中止が承認された。   

ベンダゾ ールMRL案   の中止。   
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［資料4－（3）」  

第32回総会（CAC）で議論されたその他の事項  

議題11コーデックス委員会の戦略計画  

（b）コーデックス事務局の評価   

総会において、コンサルタントが報告書で提案した11の勧告について議論が  

なされたが、結論がでず、第63回執行委員会及び第33回総会において引き続き  

議論することとした。   

議論は主に勧告5（コーデックス事務局の管理及び自治性）及び勧告11（総  

会の隔年開催の検討）についてなされた。勧告5については、コーデックス運  

営にかかる予算の確保及び執行に関し、より効果的なコーデックス運営に資す  

るためコーデックス余剰予算の次期持ち越しの可能性について質問が出たが、  

FAO代表は、FAOの余剰予算は加盟国に返却するのが前提であり持ち越しは不可  

能であると説明した。WHO代表は、FAO、WHO及びコーデックス事務局がコーデ  

ックスに関する戦略的事項や予算等について協議することで、コーデックス事  

務局運営及びコーデックスに関連するFAO、WHOの活動の発展に努力する旨を述  

べた。また、勧告11の隔年開催に対しては各国の支持がほとんど得られなかっ  

た。   

このほか、勧告7にある「コーデックス規格と戦略方針策定における事務局  

のより積極的な役割」、「国際的な協議の新たな手段」について、その意味を  

明確にする必要がある等の指摘がなされた。  

議題12 総会、部会及び特別部会の報告から提起された事項  

－うち、第25回一般原則部会から提起された事項（コンセンサス）   

第25回一般原則部会から報告されたコンセンサス形成促進のための取組み1に  

ついて検討がなされるとともに、「各部会の議長向けガイドライン」に新たな  

記述2を追記すべきとするマレーシアの提案、特定多数決の導入の可能性に関す  

る調査の実施について議論され、一般原則部会の提案は概ね承認された。提案  

1①コンセンサス形成に関する議長用及び代表団用のパンフレットを作成すること、②議  
長同士の非公式会合や執行委員会を活用すること、③少なくとも年に1回議長会議を開催  

すること、④手続きマニュアルの「各部会の議長向けガイドライン」中に、議論が膠着し  

た場合のファシリテ一夕ーの活用を明記すること、⑤コンセンサスの定義の作成の必要性  

について意見が分かれること、⑥加盟国代表団用にもコンセンサス形成に関するパンフレ  

ットの作成を検討すること、⑦各部会の最終日に、議長に対する評価用紙を用意すること。   

2「内容について正当な理由に基づく継続的な反対があった場合、議長は、コンセンサスが  

得られたと決定する前に、対立する議論を調停することによって、その意見が考慮される  

ようにすべき」   



のうちファシリテ一夕ーの任命については、議題4「手続きマニュアルの修正」  

において議論され、任命する際の条件（①ファシリテ一夕ーのTORを明確にする  

こと、②コーデックスでの経験があり中立性があること、③関係者全てがファ  

シリテ一夕ーの選定に合意すること）を付した上で、「コーデックスの各部会  

の議長ガイドライン」に明記することとされた。   

マレーシア提案については第26回一般原則部会において検討すること、特定  

多数決の導入の可能性に関する調査については、現時点では実施しないことで  

合意された。  

議題13 コーデックス委員会と他の国際組織との関係  

（c） プライベートスタンダードの役割   

提出されたプライベートスタンダードに関する報告書について  

・各国地域で実際に起きている問題、その間題の解析に基づく具体的な提案及   

び途上国への影響等の重要な点が含まれておらず、報告書として不完全であ   

るため、そこに示されている勧告を受け入れるのは不適当である、  

・報告書は安全に関してのみ言及している（実際にはTBT分野において問題が   

存在しており、これについて無視できない）、   

といった指摘がなされたほか、プライベートスタンダードとコーデックスの  

関係については以下のような提案がなされた。  

・コーデックス基準は科学的根拠に基づき策定されており、プライベートスタ   

ンダー ド策定機関がコーデックス基準を参考にすることはあってもその逆   

はあるべきでない、  

・コーデックスは、その作業をスピードアップし、プライベー トスタンダード   

が台頭する余地をできるだけ少なくすることが必要である、  

・コーデックスが0IEやⅣPCと共同で、この問題に対する立場を明確に示す  

ことが必要である。   

なお、WTOからは、2005年からSPS委員会で継続している本件の議論の経  

過と最新の状況を報告し、特に、2009年10月に開催予定のSPS委員会に提出さ  

れる報告書案には、プライベートスタンダードに対する具体的な行動に対する  

提言などが盛り込まれる予定であると述べた。また、その際、コーデックスや  

0IEでの本件に関する議論の結果もその報告書完成の際に考慮されるとの説明  

があった。   

議論の結果、  

①プライベー トスタンダードの法的な影響について検討するのに適切な場所   

は、全ての関係者が出席するWTOのSPS委員会であるとの認識、  

②コーデックスはWTOにおけるプライベー トスタンダードの議論をモニタリ  

「て認   



ングし、0IEやIPPCと協力して、この問題に対する共通の戦略的立場を協   

議する必要があること  

③執行委員会及び総会での検討に資するため、特に途上国への影響という観点   

からプライベートスタンダードの役割、コスト及び利益の分析が行われるべ   

きであること  

④執行委員会での検討に資するため、事務局に対しコーデックスの規格策定の   

速さについて、分析の準備をするよう要求すること  

が合意された。  

議題14 コーデックス委員会への途上国の参加   

途上国の参加促進のための信託基金については、南米諸国から、運用の際に  

適用しているクライテリアは、各国の実際のニーズを反映しておらず、別のク  

ライテリアが必要であると指摘があった。   

また、途上国のコーデックスへの参加は、単に数の増加ではなく、どう積極  

的にかかわっていくかが重要であり、FAO及びWHOは、コーデックスに十分  

対応するための国内のキャパシティ不足などに対処すべきであることも指摘さ  

れた。   

こうした意見に対して、WHO代表は、①クライテリアは信託基金のドナー国  

が同意したものであり、適切に運用していること、②信託基金のこれまでの運  

用の成果と、今後の方向性を探るため中間評価を行う予定であると述べた。ま  

た現在適用しているクライテリアの見直しや、信託基金の活用範囲（コーデッ  

クスに関係するキャパシティ・ビルディングの活動への利用）の検討の可能性  

もこの中間評価に含まれると示唆した。   

この説明に対し、ドナー国側からは、信託基金の規模が限られていることか  

ら、中間評価は必要最低限の規模で行うことが適当であること、キャパシティ  

・ビルディングには信託基金ではなく別のリソースを使うことが適当であると  

の意見が出された。   

中間評価の実施方法の案は、正式に各国に回付されてコメントを求めること  

となった。  
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資料5－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第30回魚類・水産製品部会  

日時   2009年9月28日（月）～10月2日（金）  

場所   アガディール（モロッコ）  

仮議題  

1．   議題の採択   

2．   コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

3．a）  魚類及び水産製品に関する実施規範案（ロブスター及び関連定義）（ステ  

ップ6）   

b）  魚類及び水産製品に関する実施規範案（カニ及び関連定義）（ステップ6）   

4．   チョウザメキャビアの規格案（ステップ6）   

5．   バイオトキシン同定法リスト案（活及び生鮮二枚貝規格）（ステップ6）   

6．   魚類及び水産製品に関する実施規範原案（くん製魚を含むその他のセクシ  

ヨン）（ステップ3）   

7．   くん製魚、風味付けされたくん製魚、乾燥くん製魚の規格原案（ステップ  

3）   

8．   ホタテ貝の加工に関する実施規範原案（ステップ3）   

9．   急速冷凍ホタテ貝柱の規格原案（ステップ3）   

10．  魚類及び水産製品に関する規格における魚種を追加するための手続き改  

訂原案（ステップ3）   

11．  生鮮／活及び冷凍あわび（月毎血姑属）の規格原案（ステップ4）   

12．  フィッシュソース規格原案（ステップ4）   

13．  急速冷凍フィッシュスティック規格の修正原案（窒素係数）（ステップ3）   

14．  魚類及び水産製品に関する規格の食品添加物条項  



15．  その他の事項及び今後の作業   

16．  次回会合の日程及び開催地   

17．  報告書の採択   

汀
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資料5－（2）  

第30回魚類・水産製品部会（CCFFP）の主な検討議題  

日時   2009年9月28日（月）～10月2日（金）  

場所   アガディール（モロッコ）  

主要議題の検討内容  

議題3a）．魚類及び水産製品に関する実施規範案（ロブスター及び関連用語の  

定義）   

当該規範案は前回会合において合意され、第31回総会に諮られたが、セク  

ション13．1．2衛生管理プログラム（HygeneControIProgramme）の規定について  

合意に至らなかったことから、部会に差し戻しになったもの。   

この衛生管理プログラムの規定にある、「使用水に塩素処理をする場合、飲  

料水で認められるレベルを超えないこと」とする現在のテキスト支持する立場  

で対応したい。また、潜在的なハザードの項で上f∫Jeアブα∽0〃0叩わge乃e∫をコント  

ロールするために食塩濃度を10％以上としているが、JEMRAの「調理済み食品  

中のリステリアに関するリスク評価」のレポートに示されているように、塩分濃  

度を13～16％に引き上げるのが適当との立場で対応したい。  

議題3b）．魚類及び水産製品に関する実施規範案（カニ及び関連用語の定義）（ス  

テップ6）   

当該規範案は、前回会合において時間の制約上議論ができなかったセクショ  

ンがあったため、ステップ6に差し戻し各国のコメントが求められているもの。   

前回会合では潜在的なハザー ドとして、カニに蓄積するトキシンによる食中  

毒が重要な事項であり、麻痺性貝毒（PSP：ParalyticShe”fishPoison）と記憶喪失  

性貝毒（ASP：AmnesicShe［LfishPoison）が追加されているが、ノルウェーでヨー  

ロッパイチョウガニ中の下痢性貝毒（DSP：DiarrheticShe［［RshPoisoning）による  

食中毒事例があったことから、我が国は、これらにDSPを追加するよう書面で  

コメントをすでに提出したところである。   

さらにhorseshoecrabs（Carcinosco7Piusrotundicaudd）、Xanthidcrabs（Zosimus  

aeneus），Shorecrabs（Hemigr甲SuSSanguineus）及びThiwaneSeCrabs（LQPhozo乎muS  

pictor）の内臓にテトロドトキシンが，またxanthidcrabs（Zosimusaeneus）の内臓に  

パリトキシンが存在した中毒事例が報告されていることから、これらバイオト  

キシンについても、潜在的なハザードとして追加するよう提案するなど適切に  

対応したい。   



議題4．チョウザメキャビアの規格案（ステップ6）   

前回会合にて、食品添加物の項において、JECFAで評価済みの保存料の使用  

は認めるべきとの意見があったが、明確な添加物の名称およびその最大許容量  

について、提案がなかったため、今次会合で検討されることとなっている。ま  

た、汚染物質の項（第5章）以降は前回会合で修正した原案が回付され、コメ  

ントが求められている。   

キャビアの国内での生産及び輸出は少量であるが、規格案がそれに大きな影  

響を与えることのないよう適切に対応したい。また、保存料として安息香酸塩  

類の使用が提案された場合は、JECFAで既に評価済みであることから、その使用  

を認める立場で対応したい。  

議題6．魚類及び水産製品に関する実施規範原案（くん製魚を含むその他のセ  

クション）（ステップ3）   

前回会合で、くん製魚類の定義及び加工に関するセクションが議論されてお  

らず、今次会合直前にオランダを座長とする物理的作業部会を開催して議論す  

ることとなっている。   

定義及び加工のセクションは基本的に議題7の規格原案のそれと一致させる  

のが適当であり、ECが提案しているカテゴリーを3つ（くん製魚、風味付けさ  

れたくん製魚、乾燥くん製魚）に区別し、「くん製及び直火乾燥工程から生じる  

多環芳香族炭化水素（PAH）による食品汚染の低減に関する実施規範」を参照す  

る規定を挿入すべきとの立場で対応したい。  

議題7．くん製魚、風味付けされたくん製魚、乾燥くん製魚の規格原案（ステ  

ップ3）   

本作業は、1996年に新規作業として承認されていたが、そのくん製品を対象  

とするかについて意見が分かれたままになっていたもの。前回会合において、  

第2章（製品の記述）に”smokingbyregeneratedsmoke”という工程が加わり、そ  

の中で幸夜くん製品も対象として加えることで合意された。今次会合では、前回  

会合で時間の制約上議論の出来なかった第4、5、7、8及び9章について主に議  

論される。  

特に第5章（衛生及び取り扱い）のセクションで、多環芳香族炭化水素類  

（PAH）の最大基準値が提案されているが、最大基準案にかえて、本年7月の総  

会において採択された「くん製及び直火乾燥工程から生じる多環芳香族炭化水  

素（PAH）による食品汚染の低減に関する実施規範」を参照する規定を規格原案  

に挿入すべきとの立場で対応したい。  
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議題8．ホタテ貝の加工に関する実施規範原案（ステップ3）  

議題9．急速冷凍ホタテ貝柱の規格原案（ステップ3）   

実施規範原案は、前回会合で、対象範囲を規格原案と一致させることで合意  

が得られたが、テキスト自体の議論は行えず、カナダを座長とする電子作業部  

会で検討することとされたもの。他方、規格原案については、前回会合で、規  

格の対象範囲、水分含量に関する記述、食品添加物ポリリン酸塩の使用につい  

て合意が得られ、時間の制限で議論できなかったいくつかのセクションについ  

て、カナダを座長とする電子作業部会で検討することとされたものである。   

本規範原案及び規格原案に対しては、以下のとおり対応することとしたい。  

1）対象範囲にroe－OnSCallopsを含めるかについて   

規範原案及び規格原案の対象範囲に、rOe－OnSCallops（卵巣が付いた状態   

のホタテ貝柱）を含めるか否かについて、卵巣が含まれた場合には卵巣がつ   

いていない場合とは考慮すべきハザードが異なる可能性があるため、リスク   

管理の観点から卵巣付きホタテについて新たなテキストが必要と判断された   

場合には、それは別作業としてすすめるのが適当ではないかとの立場で、適   

切に対応したい。   

2）食品添加物（ポリリン酸塩等）の使用について  

前回の会合では、ポリリン酸塩は生産国及び製品が輸出される国双方でそ   

の使用が許容されており、かつ、過剰な水の保持を防ぐ為に、GMP等を厳格   

に遵守している場合に限り使用を認めるとされた。   

この合意された条件を維持するとともに、食品添加物に関する一般規格  

（GSEA）でホタテ貝に使用が認められている添加物との整合性を図るべきとの  

立場で対応したい。また、個別の食品規格の添加物規定はGSFAにある規定と  

一致しているのが原則であるとの立場で適切に対応したい。  

議題11．生鮮／活及び冷凍アワビ（Haliotis属）の規格原案（ステップ3）   

前会会合では、規格原案の対象範囲について、対象種を月bJわ血属に限定する  

こととし、また凍結品（RawFrozen）だけではなく、冷蔵品（RawChilled）も対  

象とすることとした。また、麻痺性貝毒（PSP）の基準値、その検査のためのサ  

ンプリング及び検査法としてPSPの検査法が加えられている。今次会合では、  

南アフリカが前回会合の議論をもとに修正した規格原案について議論される。   

アワビの貝毒による中毒事例の毒化のメカニズムが完全に解明されておらず、  

また我が国では今まで毒化事例はないが、海外の一部地域で毒化事例の報告が  

あるため、PSPの基準値を策定することには基本的に賛成するが、モニタリング  

の実効性の有無について検討すべき事項が多いため、基準値の策定の議論の前  

3   



に、採捕海域におけるアワビの毒化の履歴、アワビの生態等科学的知見等を収  

集した上でリスクに基づく必要な基準を策定する必要があるとの立場で対応し  

たい。  

議題12．フィッシュソース規格原案（ステップ4）   

前回会合において本規格原案はステップ3に留め、現案に含まれていない製  

法を提案したい国はタイへ情報を提供することになっていたもの。各国からの  

情報を踏まえて、タイが作成したテキストが議論される。   

汚染物質の項（第5章）について人の健康へのリスクとなり得る量のバイオ  

トキシンを有する魚を原料として用いない旨の記述を追加する必要があるとの  

立場で対応したい。  

一‾‘■ ¶◆ 丁－，‾   
l‾  



資料6一（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第3回抗菌剤耐性に関する特別部会  

日時   2009年10月12日（月）～10月16日（金）  

場所   チェジュ（韓国）  

仮議題  

1．   議題の採択   

2．   コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

3．   FAO、WHO及び0IEによる抗菌剤耐性に関する作業の情報   

4．   食品由帝の抗菌剤耐性菌に係るリスク分析に関するガイドライン原案   

5．   その他の事項及び今後の作業   

6．   次回会合の日程及び開催地   

7．   報告書の採択  



資料6－（2）  

第3回抗菌剤耐性に関する特別部会の主な検討議題   

日時   2009年10月12日（月）～10月16日（金）  

場所   チェジュ（韓国）  

主要議題の検討内容  

議題4 食品由来の抗菌剤耐性菌に係るリスク分析に関するガイドライン原案   

前回の本特別部会の検討結果を踏まえて、電子作業部会（座長：米国）にお  

いて、 「食品由来の抗菌剤耐性菌に係るリスク評価指針」、「リスク評価及び  

管理における食品由来の抗菌剤耐性菌の優先付けのためのリスクプロファイル  

作成に関する指針」及び「食品由来の抗菌剤耐性菌の封じ込めのためのリスク  

管理指針」の各案を統合して作成されたガイダンス文書案について検討される  

予定である。   

本件については、微生物のリスク評価やリスク管理等に関するコーデックス  

文書、抗菌剤耐性菌に関係するFAO／WHO／0IE専門家会合報告書、0IEの国際コー  

ド（国際規約）等との整合性を図りつつ、消費者の健康保護に専ら焦点を置き、  

科学的な根拠に基づくガイドラインを作成できるよう対処したい。   



資料7－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画   

第15回生鮮果実・野菜部会  

2009年10月19日（月）～10月23日（金）  
メキシコシティ（メキシコ）  

仮 議 題  

1，   議題の採択   

2．a）  コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

b）  生鮮果実・野菜の規格化に関する他の国際機関からの付託事項   

c）  国連欧州経済委員会（UN／ECE）の生鮮果実・野菜規格  

iリンゴのUN／ECE規格  

註 アボガドのUN／ECE規格   

3．   コーデックス規格案及び関連文書の検討（ステップ7）   

（a）  ビターキャッサバの規格案セクション6－マーク又は表示－   

（b）  リンゴの規格案   

4．   コーデックス規格原案の検討（ステップ4）   

（a）  アボガドの規格原案（改訂）   

（b）  チリペッパーの規格原案   

（c）  ツリートマトの規格原案   

5．   生鮮果実・野菜のコーデックス規格の標準様式   

（a）  生鮮果実・野菜のコーデックス規格の標準様式案   

（b）  生鮮果実・野菜のコーデックス規格の標準様式で使用する用語集   

6．   生鮮果実・野菜の規格化に関する優先リストの改訂案   

7．   その他の事項及び今後の作業   

8．   次回会合の自程及び開催地   

9．   報告書の採択  



資料7－（2）   

第15回生産果実・野菜部会（CCFFV）の主な検討議題   

目時   2009年10月19日（月）～10月23日（金）  

場所   メキシコシティ（メキシコ）  

主要議題の検討内容  

議題3b）りんごの規格案（ステップ7）（新規作業採択1999年）   

本規格案については、最低限の品質要件として、固さに関する規定や、等級  

ごとの着色要件などについて、今次会合で規格案の最終合意を図り、作業を終  

了することとなっている。   

現時点の案文は、2009年7月に開催された物理的作業部会での議論を反映し  

ており、固さに関し、品質が保持されていることが確実で適切な質感を有して  

いる旨の規定が挿入され、また、着色については、等級分けの基準として用い  

ないこととされており、我が国が合意できる内容である。   

我が国のりんごの輸出に支障を来さないようにとの立場から、現案文を基本  

的に支持する立場で対応したい。  

議題 4b）チリペッパーの規格原案（ステップ4）（新規作業採択 2008年）   

前回会合で当該規格原案が新規作業として合意された際、アジア地域調整部  

会が進めるチリソースの規格案の作業との関係で、消費者の混乱を避けるため、  

チリソースの原料となるチリペッパーを含むかどうか双方の調整を図るべきと  

されていたが、今般、配布された規格原案では、加工用チリペッパーは対象外  

とすることが明記されており混乱が避けられた。本規格原案では、対象とする  

チリペッパーがC呼∫加椚卿．（トウガラシ属）と広範囲に及ぶことから、形態等  

に基づく新たなチリペッパーの分類を設け、それぞれに大きさや重さの規定値  

を設けているが、市場に流通する全てのチリペッパーを網羅しているか否か不  

明確であり、また、分類の名称も統一されていない。   

チリペッパーについては我が国からも若干の輸出があることを踏まえつつ、  

我が国における生産及び輸出に支障が生じないようにとの立場で対応したい。  

議題 5b）生鮮果実・野菜のコーデックス規格標準様式で使用する用語集  

前回会合において、品目横断的に適用される用語のリストの作成に関連し、特  

に、等級（特級、クラスⅠ、クラスⅡ）分けの方法について、市場占有率に基  

づくべきとする意見と、産品の品質に対応すべきとの意見が対立した。   

現在、回付されている作業文書は、等級は同様の商業的な品質を有する果実又   



は野菜のグループとされており、産品の品質に応じたものとなっている。各コ  

ーデックス加盟国にとって有効な用語集が迅速に策定される必要があるとの立  

場で対応したい。  

¶■－▼ 
」1   



匪墜」旦」  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第31回栄養・特殊用途食品部会  

日時   2009年11月2日（月）～11月6日（金）  

場所   デュッセルドルフ（ドイツ）  

仮議題  

1．   議題の採択   

2．i）  コーデックス総会及びその他の部会からの付託事項   

弘）  FAO及びWHOから提起された関心事項   

3．   食物繊維の分析方法のリスト（ステップ7）   

栄養表示ガイドラインに則った表示を目的とした栄養参照量（NRV）の追加  
4．  

あるいは改訂原案（ステップ4）   

必須栄養素の食品への添加に関するコーデックスー般原則（CAC／GL  
5．  

9－1987）を修正するための新規作業の提案に関する討議文書   

6．   
低体重乳幼児向け穀物加工食品規格作成のための提案に関する討議文  

国   ［；ヨ   

7．   
乳児（6－12ケ月齢）及び幼児用調製補助食品に関するガイドライン改訂の  

ための提案に関する討議文書（CAC／GL8－1991）   

非感染性の病気のリスクに関連した栄養素の栄養参照量（NRV）に関する  
8．  

討議文書   

9．   その他の事項及び今後の作業   

10．   次回会合の日程及び開催地   

11．   報告書の採択  



資料8－（2）  

第31回栄養・特殊用途食品部会（CCNFSDU）の主な検討議題  

日時   2009年11月2日（月）～11月6日（金）  

場所   デュッセルドルフ（ドイツ）  

主要議題の検討内容  

議題3．食物繊維の分析方法のリスト（ステップ7）   

第30回会合において、栄養強調表示の使用に関するガイドライン：栄養成分  

表示の条件表案（PaれB：食物繊維含有量について）が議論され、′第32回総会  

において、食物繊維の定義も含め条件表が採択されたが、食物繊維の分析法に  

ついては、リストの更新も含め今次会合にて議論されることとなっていたもの。   

この件については消費者庁の所管事項と関連するため、今後、消費者庁と協  

議をして適宜対処したい。  

議題4．栄養表示ガイドラインに則った表示を目的とした栄養参照量（NRV）  

の追加あるいは改訂原案（ステップ4）   

第30回会合にて韓国が中心となって作成した原案を会期直前の物理的作業部  

会で修正した案に基づき議論が行われ、基本となる栄養量の指標については、  

平均必要量ではなく、推奨量を用いること等の変更が加えられた。一般集団の  

NRVの数値の決め方については、異なる性年齢群の数値のうち、一番高い数値  

を用いるのではなく、対象となる集団を適切に代表すると考えられるサブグル  

ープの平均値を用いることで概ね合意されたが、本改訂原案についてはステッ  

プ2／3に戻し、韓国を中心とする電子作業部会によって引き続き議論するととも  

に、FAO／WHOのビタミン及びミネラルの必要量に関する専門家会議報告書のデ  

ータに基づいて、具体的数値案を策定する作業を行うこととされたもの。   

この件については消費者庁の所管事項と関連するため、今後、消費者庁と協  

議をして適宜対処したい。  

議題5．必須栄養素の食品への添加に関するコーデックスー般原則（CAC／GL  

9－1姻7）を修正するために新規作業の提案に関する討議文書   

第30回会合にて「食品への必須栄養素の添加に関するコーデックスー般原則  

（CAC／GL9）」について、必須栄養素の添加の目的、方法等が変化してきている  

ことから見直しをするべきというカナダ提案の新規作業について議論が行われ、  

CAC／GL9の見直しの必要性は認められるものの、資料の到達が遅く検討する時   



間が少なかったこと、新規作業の目的等について不明確である等の理由から、  

カナダ主導の電子作業部会で、背景説明も含めた討議文書を再度作成し、今次  

会合で検討することとしたもの。   

本件については、各国の状況について情報収集に努めるとともに、適宜対処  

したい。  

議題‘．低体重乳幼児向け穀物加工食品規格作成のための新規作業の提案に関  

する討議文書   

ガーナ提案の「乳児（6－12ケ月齢）及び幼児用調製補助食品に関するガイド  

ライン改訂のための新規作業の提案」と、ひとつの作業にすることができない  
かも含めて議論が行われ、どちらの提案も特に途上国の栄養失調児を対象とし  

ているものの新規作業を行う目的となる食品等が異なることから、それぞれ電  

子作業部会を立ち上げ、両者が緊密に連絡を取りつつも、新規作業提案内容に  

ついて別々に議論することとされたもの。   

我が国においては必要とされる規格ではないことに留意しつつ、各国の状況につい  

で情報収集に努めるとともに、適宜対処したい。  

議題7．乳児（6－12ケ月齢）及び幼児用調製補助食品に関するガイドライン改  

訂のための提案に関する討議文書（CAC／GL 8－19，1）   

インド提案の「低体重児向け穀物加工食品規格作成のための新規作業の提案」  

と、ひとつの作業にすることができないかも含めて議論が行われ、どちらの提  

案も特に途上国の栄養失調児を対象としているものの、新規作業を行う目的と  

なる食品等が異なることから、それぞれ電子作業部会を立ち上げ、両者が緊密  

に連絡を取りつつも、新規作業提案内容について別々に議論することとされた  
もの。   

我が国においては必要とされる規格ではないことに留意しつつ、各国の状況につい  

で情報収集に努めるとともに、適宜対処したい。  

議題8． 非感染性の病気のリスクに関連した栄養素の栄養参照量（NRV）に関する  

討議文書   

前回の部会において、非感染性の病気のリスクに関連した栄養素の栄養参照  

量（W）に関する新規作業が提案され、今次会合前に、アメリカとタイを議  

長国とする物理的作業部会を行うこととしていたもの。   

この件については消費者庁の所管事項と関連するため、今後、消費者庁と協  

議をして適宜対処したい。   



資料9－（1）  

FAO／WHO合同食品規格計画  

第41回食品衛生部会  

日時   2009年11月16日（月）～11月20日（金）  

場所   サンディェゴ（アメリカ）  

想定される仮議題（資料未着のため）  

1．   海産食品におけるビブリオ属菌に関する衛生実施規範原案   

貝類中の腸炎ビブリオ及びビブリオ・パルニフィカスの管理手法についての  
2．  

付属文書   

3．   鶏肉中のカンピロバクター及びサルモネラ属菌の管理のためのガイドライン原案   

4．   生鮮野菜・果実に関する衛生実施規範‥葉物のハーブを含む緑色葉野菜付属文書   

5．   食品中のウイルス制御に関する衛生実施規範   

6．   食品衛生部会におけるリスク分析ポリシー  



資料9－（2）  

第41回食品衛生部会（CCFH）の検討予定議題  

日時：2009年11月16日（月）～11月20日（金）  

場所：サンディェゴ（アメリカ）   

第41回食品衛生部会（CCFH）の仮議題については、現段階では公表されておらず、  

想定される議題は以下のとおりである。   

なお、その他の議題についても情報収集に努め適宜対応したい。  

検討予定議題  

1．海産食品におけるビブリオ属菌に関する衛生実施規範原案（ステップ4）  

2．貝類中の腸炎ビブリオ及びビブリオ・パルニフィカスの管理手法についての付属   

文書（ステップ4）   

（1） 前回会合において、海産食品におけるビブリオ属菌について、1）温度管理  

が10℃以下で十分か、2）特にリスクの高い消費者に対して、これら生ものの  

消費や調理を控えるよう注意喚起を表示すること、3）“cooked”から“treated”  

への用語の変更等のセクションごとに詳細な議論を行ったことで大きな進展  

が見られたが、更に議論が必要な問題がいくつか残っていることから、本原  

案をステップ3に差し戻し、再度各国の意見を求めることとされたもの。部  

会開催前に日本を座長とする物理的作業部会が行われる予定であり、現在、  

コメントが要請されている。   

（2） また前回会合において、貝類中の腸炎ビブリオ及びビブリオ・パルニフィ  

カスの管理手法について付属文書を作成することが合意され、日本を座長と  

する物理的作業部会で作成した付属文書について議論される。  

この付属文書は全ての貝類ではなく、二枚貝のみに焦点を当てており、表  

題を「二枚貝中の腸炎ビブリオ及びビブリオ・バルニフィカスの管理手法に  

関する付属文書原案」と改めること、また食品分類を（i）“1ive”（ii）“raw”  

（iii）”partiallytreated”（iv）“thorough1ytreated”の4つに分類する  

こと等が提案されている。   

（3） 実行可能でかつビブリオ属菌によるリスクを低減する上で効果的な衛生実  

施規範及び付属文書が合意に達するよう対応したい。  

3．鶏肉中のカンピロバクター及びサルモネラ属菌の管理のためのガイドライン原案   

（ステップ4）（資料未着）   

鶏肉中のカンピロバクター及びサルモネラ属菌を管理するための、適正衛生規範   



（GoodHygienicPractices，GHPs）、ハザードの低減効果に基づく（hazard－based）手法、  

リスクに基づく（risk－based）手法を提供するためのガイ 

のである。   

前回会合において、さらに加盟国からの情報収集、またそれらを踏まえた更なる議  

論を必要とすることから、原案をステップ2に差し戻し、ニュージーランドとスウェ  

ーデンを座長とする物理的作業部会を再設置して議論を継続することが合意された。  

この作業部会は2009年9月8日から11日までブラジルにおいて開催されており、我  

が国も参加している。モニタリングについて各国の状況に関する情報提供が求められ  

ており、各国の状況を元にモニタリングの項が修正される。   

我が国では、鶏肉によるカンピロバクタ一食中毒は多数発生していることから、フ  

ードチェーンの各段階におけるリスク低減措置の効果等に関する情報収集に努める  

とともに本年5月に開催されたJEMRA専門家会合の結果も踏まえ、科学的に適切なガ  

イドラインが策定されるよう対応したい。  

4．生鮮果実・野菜に関する衛生実施規範：葉物のハーブを含む緑色菓野菜付属文書   

（ステップ4）   

既に採択されている「生鮮果実・野菜に関する衛生実施規範」に関して、緑色葉野  

菜に特化した付属文書を作成するもので、第31回コーデックス総会において新規作  

業として承認されたもの。   

前回会合においては、付属文書に改善すべき点が多数みられたことから、詳細な議  

論は行わず、本文書をステップ2に差し戻すとした上で、回付文書（CircularLetter）  

により、小規模な生産・加工・流通、水耕栽培、各生産工程に関連する微生物学的リ  

スクとその低減対策等について各国に情報提供を求めた後、米国を座長とする電子的  

作業部会を開催し、検討を進めることとされた。   

本年6月中旬に開催された電子作業部会が作成した文書案にコメントが要請されて  

いる。各国から提出されたコメントを勘案し、今次会合において検討を進めることと  

なった。   

世界各国における葉物のハーブを含む緑色菓野菜を原因としたアウトブレイクの  

発生予防のため、実行可能でかつリスクを低減する上で効果的な付属文書が早期に作  

成されるよう対応したい。  

5．食品中のウイルス制御に関する衛生実施規範（ステップ4）   

作業部会からの勧告に基づき、食品中のウイルス制御に関する衛生実施規範の策定  

を新規作業とすることが前回会合において合意され第32回総会で承認されたもの。  

オランダを議長として本年3月に開催された物理的作業部会が作成したガイドライン  

案へのコメントが、現在ステップ3で募集されている。本規範は、食品中のウイルス、  
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特にノロウイルス、A型肝炎ウイルスの制御に関するガイドラインを本体とし、①調  

理済み食品中のA型肝炎ウイルス及びノロウイルスの管理のための食品取扱者によ  

る衛生的な取扱い、②二枚貝中のA型肝炎ウイルス及びノロウイルスの管理に関する  

付属文書、③生鮮食品中のA型肝炎ウイルス及びノロウイルスの管理の3つの付属文  

書で構成されている。   

本規範で対象としているノロウイルスとA型肝炎ウイルスの管理については、我が  

国でも重要な課題であり、その動向に注目しておく必要がある。また、食品取扱者に  

よる調理済み食品中のA型肝炎ウイルス及びノロウイルスの管理のための衛生的な取  

り扱いに関する付属文書に関しては、基本的に本体との重複をできるだけ避けるべき  

との立場であり、ガイドラインが科学的に適切かつ実行可能性のある文書となるよう、  

適切に対応したい。  

6．食品衛生部会におけるリスク分析ポリシー （資料未着）   

コーデックス委員会の戦略的計画2008－2013のActivity2．1において各部会のリス  

ク分析の原則を一致させることが目標として掲げられたことを受けて、第39回会合  

において新規作業とすることが合意され、今般、インドを議長とする電子作業部会で  

リスク分析ポリシー の原案が作成されたもの。   

我が国としては、他の部会で既に作成されたリスク分析の文書に形式をあわせ、か  

つCCFHの作業を円滑化させるものにすべきとの立場で対応したい。   

その他  

○ 食品の微生物規準の設定と適用に関する原則（CAC／GL21－1997）」の改訂に関する  

討議文書   

「微生物学的リスク管理の実施に関する原則及びガイドラインの微生物学的リス  

ク管理メトリックス（数的指標）に関する指針における付属文書（CAC／GL63－2007）」  

が採択されたことを受けて、採択から既に12年以上経過した「食品の微生物規準の  

設定と適用に関する原則（CAC／GL21－1997）」を改訂する必要があるのではないかとの  
オブザーバー であるICMSFlからの提案により検討されるもの。現在、フィンランド、  

日本等からなるvolun血y許0叩が提案書を作成しており、近々、回付文書により新規  

作業提案として提出される予定である。  

1InternationalComissiononMicrobiologicalSpecificationsforFoods  
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第33回総会までのコーデックス会合日程（予定）  

会合名   開催期間及び場所   

第30回魚類・水産製品部会   
2009年9月28日（月）～10月2日（金）  

アガディール（モロッコ）   

第3回抗菌剤耐性に関する特別部会   
10月12日（月）～10月16日（金）  

チェジュ（韓国）   

第15回生鮮果実・野菜部会   
10月19日（月）～10月23日（金）  

メキシコシティ（メキシコ）   

第31回栄養特殊用途食品部会   
11月 2日（月）～11月 6日（金）  

デュッセルドルフ（ドイツ）   

第41回食品衛生部会   
11月16日（月）～11月20日（金）  
サンディェゴ（米国）   

第63回執行委員会   
12月 8日（火）～12月11日（金）  

ジュネーヴ（スイス）   

第9回乳・乳製品部会   
2010年2月1日（月）～2月5日（金）  

オークランド（ニ ュージーランド）   

第18回食品輸出入検査・認証部会   3月1日（月）～3月5日（金）  
サーファーズパラダイス（オーストラリア）   

第31回分析・サンプリング法部会   
3月 8日（月）～3月12日（金）  

（ハンガリー）   

第42回食品添加物部会   
3月15日（月）～3月19日（金）  

（中国）   

第4回汚染物質部会   
3月22日（月）～3月26日（金）  

（オランダ）   

第26回一般原則部会   
4月12日（月）～4月16日（金）  

パリ（フランス）   

第42回残留農薬部会   
4月19日（月）～4月24日（金）  

西安（中国）   

第38回食品表示部会   
5月 3日（月）～5月 7日（金）  

ケベックシティ（カナダ）   

第64回執行委員会   
6月29日（火）～7月 2日（金）  

ジュネーヴ（スイス）   

第33回総会   
7月 5日（月）～7月 9日（金）  
ジュネーヴ（スイス）  
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